幼少期の運動がその後の運動に与える影響についての一考察 : 持ち越し効果を中心として by 高橋 功祐
論 文
A study on the influence of childhood exercise on subsequent exercise:
















































































































 表 2 は対象者の幼少期から現在までの運動実施時間を示している．3 歳から 6 歳の運動実施
時間は，「30 分未満」が 50 名（38.76%），「30 分以上 1 時間未満」が 29 名（22.48%），「1
時間以上 2 時間未満」が 35 名（27.13%），「2 時間以上」が 15 名（11.63%）であった．7 歳か
ら 9 歳の運動実施時間は，「30 分未満」が 29 名（22.31%），「30 分以上 1 時間未満」が 22
名（16.92%），「1 時間以上 2 時間未満」が 40 名（30.77%），「2 時間以上」が 39 名（30.00%）
であった．10 歳から 12 歳の運動実施時間は，「30 分未満」が 20 名（15.38%），「30 分以上 1
時間未満」が 17 名（13.08%），「1 時間以上 2 時間未満」が 43 名（30.77%），「2 時間以上」
が 50 名（38.46%）であった．13 歳から 15 歳の運動実施時間は，「30 分未満」が 27 名（20.77%），
「30 分以上 1 時間未満」が 12 名（9.23%），「1 時間以上 2 時間未満」が 20 名（15.38%），「2
時間以上」が 71 名（54.62%）であった．16 歳から 18 歳の運動実施時間は，「30 分未満」が
46 名（35.38%），「30 分以上 1 時間未満」が 16 名（12.31%），「1 時間以上 2 時間
16 名（12.31%），「2 時間以上」が 52 名（40.00%）であった．19 歳から現在までの運動実施
時間は，「30 分未満」が 79 名（60.77%），「30 分以上 1 時間未満」が 21 名（16.15%），「1










表 2 幼少期から現在までの運動実施時間 






















































































 表 3 は幼少期から現在までのスポーツクラブ等の所属人数を示している．3 歳から 6 歳のス
ポーツクラブ等の所属人数は，「入っていない」が 104 名（80.62%），「入っている」が 25
名（19.38%）であった．7 歳から 9 歳のスポーツクラブ等の所属人数は，「入っていない」が
74 名（57.81%），「入っている」が 54 名（42.19%）であった．10 歳から 12 歳のスポーツクラ
ブ等の所属人数は，「入っていない」が 64 名（49.23），「入っている」が 66 名（50.77%）で
あった．13 歳から 15 歳のスポーツクラブ等の所属人数は，「入っていない」が 48 名（36.92%），
「入っている」が 82 名（63.08%）であった．16 歳から 18 歳のスポーツクラブ等の所属人数は，
「入っていない」が 71 名（54.62%），「入っている」が 59 名（45.38%）であった．19 歳から
現在までのスポーツクラブ等の所属人数は，「入っていない」が 121 名（93.08%），「入って
いる」が 9 名（6.92%）であった． 
 
表 3 幼少期から現在までのスポーツクラブ等の所属人数 
 
２．幼少期から現在までの運動得意感と運動好意感 
 表 4 は幼少期から現在までの運動得意感を示している．3 歳から 6 歳の運動得意感は，「苦
手」が 64 名（50.00%），「得意」が 64 名（50.00%）であった．7 歳から 9 歳の運動得意感は，
「苦手」が 54 名（41.54%），「得意」が 76 名（58.46%）であった．10 歳から 12 歳の運動得
意感は，「苦手」が 54 名（41.54%），「得意」が 76 名（58.46%）であった．13 歳から 15 歳
の運動得意感は，「苦手」が 62 名（47.69%），「得意」が 68 名（52.31%）であった．16 歳か
ら 18 歳の運動得意感は，「苦手」が 67 名（51.54%），「得意」が 63 名（48.46%）であった．
19 歳から現在までの運動得意感は，「苦手」が 67 名（51.54%），「得意」が 63 名（48.46%）
であった． 
 
表 4 幼少期から現在までの運動得意感 





















































合計 130 130 130 130 130 129
　（　）内は％































 3 3 6
104 80.62% 25
19.38% 7 9
74 57.81% 54 42.19% 10 12
64 49.23 66 50.77%
13 15 48 36.92%
82 63.08% 16 18
71 54.62% 59 45.38% 19
121 93.08%





 4 3 6
64 50.00% 64 50.00% 7 9
54 41.54% 76 58.46% 10 12
54 41.54% 76 58.46% 13 15
62 47.69% 68 52.31% 16
18 67 51.54% 63 48.46%

























































合計 130 130 130 130 130 129
　（　）内は％


















































 表 5 は幼少期から現在までの運動好意感を示している．3 歳から 6 歳の運動好意感は，「嫌
い」が 29 名（22.66%），「好き」が 99 名（77.34%）であった．7 歳から 9 歳の運動好意感は，
「嫌い」が 28 名（21.71%），「好き」が 101 名（78.29%）であった．10 歳から 12 歳の運動好
意感は，「嫌い 28 21.54%），「好き」が 102 名（78.46%）であった．13 歳から 15 歳
の運動好意感は，「嫌い」が 36 名（27.69%），「好き」が 94 名（72.31%）であった．1 歳か
ら 18 歳の運動好意感は，「嫌い」が 41 名（31.54%），「好き」が 89 名（68.46%）であった．
19 歳から現在までの運動好意感は，「嫌い」が 40 名（30.77%），「好き」が 90 名（69.23%）
であった． 
 




データを 2 値データ化した．運動実施頻度に関しては，「しない」と「月に 1~3 回くらい」と
回答した対象者を運動実施頻度なし群とし，「1 時間以上 2 時間未満」，「週に 3~4 日くらい」，
「週に 5 日以上」と回答した対象者を運動実施頻度あり群とした．運動実施時間に関しては，
「30 分未満」と回答した対象者を運動実施時間なし群とし，「30 分以上 1 時間未満」，「1 時
間以上 2 時間未満」，「2 時間以上」と回答した対象者を運動実施時間あり群とした．その後，
各カテゴリーに対応した度数を算出し，クロス集計表を作成した．クロス集計の度数分布が理
論分布（Χ²）に従っているかを独立性の検定を用いて確認した． 
表 6 は現在の運動実施頻度と過去の運動実施頻度との関連を示している．「19 歳から現在ま
での運動実施頻度と 16 歳から 18 歳までの運動実施頻度」，「19 歳から現在までの運動実施頻
度と 13 歳から 15 歳までの運動実施頻度」，「19 歳から現在までの運動実施頻度と 10 歳から
12 歳までの運動実施頻度」，「19 歳から現在までの運動実施頻度と 7 歳から 9 までの運動実施
頻度」，「19 歳から現在までの運動実施頻度と 3 歳から 6 歳までの運動実施頻度」の関連を検
討した結果，検討した全てにおいて，有意な低い関連が認められた． 
 



























合計 130 130 130 130 130 128
　（　）内は％































 5 ら現在までの運動好意感を示している．3 歳から 6 歳の運動好意感は，「嫌
い」が 29 名（22.66%），「好き」が 99 名（77.34%）であった．7 歳から 9 歳の運動好意感は，
「嫌い」が 28 名（21.71%），「好き」が 101 名（78.29%）であった．10 歳から 12 歳の運動好
意感は，「嫌い」が 28 名（21.54%），「好き」が 102 名（78.46%）であった．13 歳から 15 歳
の運動好意感は，「嫌い」が 36 名（27.69%），「好き」が 94 名（72.31%）であった．16 歳か
ら 18 歳の運動好意感は，「嫌い」が 41 名（31.54%），「好き」が 89 名（68.46%）であった．
19 歳から現在までの運動好意感は，「嫌い」が 40 名（30.77%），「好き」が 90 名（69.23%）
であった． 
 




データを 2 値データ化した．運動実施頻度に関しては，「しない」と「月に 1~3 回くらい」と
回答した対象者を運動実施頻度なし群とし，「1 時間以上 2 時間未満」，「週に 3~4 日くらい」，
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間以上 2 時間未満」，「2 時間以上」と回答した対象者を運動実施時間あり群とした．その後，
各カテゴリーに対応した度数を算出し，クロス集計表を作成した．クロス集計の度数分布が理
論分布（Χ²）に従っているかを独立性の検定を用いて確認した． 
表 6 は現在の運動実施頻度と過去の運動実施頻度との関連を示している．「19 歳から現在ま
での運動実施頻度と 16 歳から 18 歳までの運動実施頻度」，「19 歳から現在までの運動実施頻
度と 13 歳から 15 歳までの運動実施頻度」，「19 歳から現在までの運動実施頻度と 10 歳から
12 歳までの運動実施頻度」，「19 歳から現在までの運動実施頻度と 7 歳から 9 までの運動実施
頻度」，「19 歳から現在までの運動実施頻度と 3 歳から 6 歳までの運動実施頻度」の関連を検
討した結果，検討した全てにおいて，有意な低い関連が認められた． 
 



























合計 130 130 130 130 130 128
　（　）内は％


























































 表 7 は現在の運動実施時間と過去の運動実施時間との関連を示している．「19 歳から現在ま
での運動実施時間と 16 歳から 18 歳までの運動実施時間」，「19 歳から現在までの運動実施時
間と 13 歳から 15 歳までの運動実施時間」，「19 歳から現在までの運動実施時間と 10 歳から
12 歳までの運動実施時間」，「19 歳から現在までの運動実施時間と 7 歳から 9 歳までの運動実
施時間」，「19 歳から現在までの運動実施時間と 3 歳から 6 歳までの運動実施時間」の関連を
検討した結果，「19 歳から現在までの運動実施時間と 7 歳から 9 歳までの運動実施時間」と「19
歳から現在までの運動実施時間と 3 歳から 6 歳までの運動実施時間」には有意な低い関連が，
「19 歳から現在までの運動実施時間と 16 歳から 18 歳までの運動実施時間」と「19 歳から現在
までの運動実施時間と 13 歳から 15 歳までの運動実施時間」には中程度以下の有意な関連が認
められた． 
 
表 7 現在の運動実施時間と過去の運動実施時間との関連 
 
 表 8 は現在の運動得意感と過去の運動得意感との関連を示している．「19 歳から現在までの
運動得意感と 16 歳から 18 歳までの運動得意感」，「19 歳から現在までの運動得意感と 13 歳
から 15 歳までの運動得意感」，「19 歳から現在までの運動得意感と 10 歳から 12 歳までの運
動得意感」，「19 歳から現在までの運動得意感と 7 歳から 9 までの運動得意感」，「19 歳から
現在までの運動得意感と 3 歳から 6 歳までの運動得意感」の関連を検討した結果，「19 歳から
現在までの運動得意感と 7 歳から 9 までの運動得意感」には中程度以下の有意な関連が，「19
歳から現在までの運動得意感と 16 歳から 18 歳までの運動得意感」，「19 歳から現在までの運
動得意感と 13 歳から 15 歳までの運動得意感」，「19 歳から現在までの運動得意感と 10 歳か





表 8 現在の運動得意感と過去の運動得意感との関連 
Χ²（１） p V係数
19歳から現在までの運動実施頻度と16歳から18歳までの運動実施頻度 6.19 .013* .218
19歳から現在までの運動実施頻度と13歳から15歳までの運動実施頻度 7.09 .008** .234
19歳から現在までの運動実施頻度と10歳から12歳までの運動実施頻度 4.61 .032* .188
19歳から現在までの運動実施頻度と7歳から9歳までの運動実施頻度 7.09 .008** .234
19歳から現在までの運動実施頻度と3歳から6歳までの運動実施頻度 6.19 .013* .218
*：p＜.05　,　**：p＜.01
Χ²（１） p V係数
19歳から現在までの運動実施時間と16歳から18歳までの運動実施時間 24.02 .000** .430
19歳から現在までの運動実施時間と13歳から15歳までの運動実施時間 14.48 .000** .334
19歳から現在までの運動実施時間と10歳から12歳までの運動実施時間 3.67 .056 .168
19歳から現在までの運動実施時間と7歳から9歳までの運動実施時間 5.38 .020* .203























表 6 現在の運動実施頻度と過去の運動実施頻度との関連 
 
 表 7 は現在の運動実施時間と過去の運動実施時間との関連を示している．「19 歳から現在ま
での運動実施時間と 16 歳から 18 歳までの運動実施時間」，「19 歳から現在までの運動実施時
間と 13 歳から 15 歳までの運動実施時間」，「19 歳から現在までの運動実施時間と 10 歳から
12 歳までの運動実施時間」，「19 歳から現在までの運動実施時間と 7 歳から 9 までの運動実施
時間」，「19 歳から現在までの運動実施時間と 3 歳から 6 歳までの運動実施時間」の関連を検
討した結果，「19 歳から現在までの運動実施時間と 7 歳から 9 までの運動実施時間」と「19
歳から現在までの運動実施時間と 3 歳から 6 歳までの運動実施時間」には有意な低い関連が，
「19 歳から現在までの運動実施時間と 16 歳から 18 歳までの運動実施時間」と「19 歳から現在
までの運動実施時間と 13 歳から 15 歳までの運動実施時間」には中程度以下の有意な関連が認
められた． 
 
表 7 現在の運動実施頻度と過去の運動実施頻度との関連 
 
 表 8 は現在の運動得意感と過去の運動得意感との関連を示している．「19 歳から現在までの
運動得意感と 16 歳から 18 歳までの運動得意感」，「19 歳から現在までの運動得意感と 13 歳
から 15 歳までの運動得意感」，「19 歳から現在までの運動得意感と 10 歳から 12 歳までの運
動得意感」，「19 歳から現在までの運動得意感と 7 歳から 9 までの運動得意感」，「19 歳から
現在までの運動得意感と 3 歳から 6 歳までの運動得意感」の関連を検討した結果，「19 歳から
現在までの運動得意感と 7 歳から 9 までの運動得意感」には中程度以下の有意な関連が，「19
歳から現在までの運動得意感と 16 歳から 18 歳までの運動得意感」，「19 歳から現在までの運
動得意感と 13 歳から 15 歳までの運動得意感」，「19 歳から現在までの運動得意感と 10 歳か




表 8 現在の運動得意感と過去の運動得意感との関連 
Χ²（１） p V係数
19歳から現在までの運動実施頻度と16歳から18歳までの運動実施頻度 6.19 .013* .218
19歳から現在までの運動実施頻度と13歳から15歳までの運動実施頻度 7.09 .008* .234
19歳から現在までの運動実施頻度と10歳から12歳までの運動実施頻度 4.61 .032* .188
19歳から現在までの運動実施頻度と7歳から9歳までの運動実施頻度 7.09 .008* .234
19歳から現在までの運動実施頻度と3歳から6歳までの運動実施頻度 6.19 .013* .218
*：p＜.05　,　**：p＜.01
Χ²（１） p V係数
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 表 9 は現在の運動好意感と過去の運動好意感との関連を示している．「19 歳から現在までの
運動好意感と 16 歳から 18 歳までの運動好意感」，「19 歳から現在までの運動好意感と 13 歳
から 15 歳までの運動好意感」，「19 歳から現在までの運動好意感と 10 歳から 12 歳までの運
動好意感」，「19 歳から現在までの運動好意感と 7 歳から 9 までの運動好意感」，「19 歳から
現在までの運動好意感と 3 歳から 6 歳までの運動好意感」の関連を検討した結果，「19 歳から
現在までの運動好意感と 7 歳から 9 までの運動好意感」には有意な低い関連が，「19 歳から現
在までの運動好意感と 10 歳から 12 歳までの運動好意感」には中程度以下の有意な関連が，「19
歳から現在までの運動好意感と 16 歳から 18 歳までの運動好意感」と「19 歳から現在までの運
動好意感と 13 歳から 15 歳までの運動好意感」には有意な高い関連が認められた． 
 
表 9 現在の運動好意感と過去の運動好意感との関連 
 
 
       Ⅳ 考察 
 
１．幼少期から現在までの運動習慣の推移 
 運動実施頻度について，厚生労働省（2018）が実施している平成 29 年国民健康・栄養調査の
全国値と 19 歳から現在までの運動実施頻度を比較すると，本研究の対象者は１回 30 分以上の
運動を週 2 回以上実施している割合が 18.46％で，全国値の男性 35.9％，女性 28.6％と比べて
低い割合を示した．  
図１に対象者の幼少期から現在までの運動実施頻度の推移を示す．幼少期から年齢があがる




19歳から現在までの運動得意感と16歳から18歳までの運動得意感 114.48 .000** .938
19歳から現在までの運動得意感と13歳から15歳までの運動得意感 90.31 .000** .833
19歳から現在までの運動得意感と10歳から12歳までの運動得意感 41.87 .000** .568
19歳から現在までの運動得意感と7歳から9歳までの運動得意感 25.46 .000** .443
19歳から現在までの運動得意感と3歳から6歳までの運動得意感 6.13 .722 .032
*：p＜.05　,　**：p＜.01
Χ²（１） p V係数
19歳から現在までの運動好意感と16歳から18歳までの運動好意感 85.01 .000** .818
19歳から現在までの運動好意感と13歳から15歳までの運動好意感 65.39 .000** .718
19歳から現在までの運動好意感と10歳から12歳までの運動好意感 27.91 .000** .469
19歳から現在までの運動好意感と7歳から9歳までの運動好意感 9.95 .002* .280


















 表 9 は現在の運動好意感と過去の運動好意感との関連を示している．「19 歳から現在までの
運動好意感と 16 歳から 18 歳までの運動好意感」，「19 歳から現在までの運動好意感と 13 歳
から 15 歳までの運動好意感」，「19 歳から現在までの運動好意感と 10 歳から 12 歳までの運
動好意感」，「19 歳から現在までの運動好意感と 7 歳から 9 までの運動好意感」，「19 歳から
現在までの運動好意感と 3 歳から 6 歳までの運動好意感」の関連を検討した結果，「19 歳から
現在までの運動好意感と 7 歳から 9 までの運動好意感」には有意な低い関連が，「19 歳から現
在までの運動好意感と 10 歳から 12 歳までの運動好意感」には中程度以下の有意な関連が，「19
歳から現在までの運動好意感と 16 歳から 18 歳までの運動好意感」と「19 歳から現在までの運
動好意感と 13 歳から 15 歳までの運動好意感」には有意な高い関連が認められた． 
 
表 9 現在の運動好意感と過去の運動好意感との関連 
 
 
       Ⅳ 考察 
 
１．幼少期から現在までの運動習慣の推移 
 運動実施頻度について，厚生労働省（2018）が実施している平成 29 年国民健康・栄養調査の
全国値と 19 歳から現在までの運動実施頻度を比較すると，本研究の対象者は１回 30 分以上の
運動を週 2 回以上実施している割合が 18.46％で，全国値の男性 35.9％，女性 28.6％と比べて
低い割合を示した．  
図１に対象者の幼少期から現在までの運動実施頻度の推移を示す．幼少期から年齢があがる




19歳から現在までの運動得意感と16歳から18歳までの運動得意感 114.48 .000** .938
19歳から現在までの運動得意感と13歳から15歳までの運動得意感 90.31 .000** .833
19歳から現在までの運動得意感と10歳から12歳までの運動得意感 41.87 .000** .568
19歳から現在までの運動得意感と7歳から9歳までの運動得意感 25.46 .000** .443
19歳から現在までの運動得意感と3歳から6歳までの運動得意感 6.13 .722 .032
*：p＜.05　,　**：p＜.01
Χ²（１） p V係数
19歳から現在までの運動好意感と16歳から18歳までの運動好意感 85.01 .000** .818
19歳から現在までの運動好意感と13歳から15歳までの運動好意感 65.39 .000** .718
19歳から現在までの運動好意感と10歳から12歳までの運動好意感 27.91 .000** .469
19歳から現在までの運動好意感と7歳から9歳までの運動好意感 9.95 .002** .280




図 1 幼少期から現在までの運動実施頻度の推移 
 
 図 2 は，幼少期から現在までのスポーツクラブ等の所属人数の推移を示している．幼少期か





図 2 幼少期から現在までのスポーツクラブ等の所属人数の推移  
 
 これらから運動実施頻度はスポーツクラブ等に所属しているかで，変化していくことが推察
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 図 3 に幼少期から現在までの運動得意感の推移を示す．「3 歳から 6 歳」では運動が得意，
苦手と回答した対象者はともに 50％だったが，「7 歳から 12 歳」まで得意の割合が 60％近く
まで増加している．これは，小学校に上がり，学校体育の単元が始まり，多くの運動を学習す






図 3 幼少期から現在までの運動得意感の推移 
 
 図 4 に幼少期から現在までの運動好意感の推移を示す．運動好意感が最も高い年齢は「10 歳
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